
　山行記録カード　　40周年利尻山登山・礼文フラワーハイク山行
山名：利尻山・礼文桃岩　　　　　　　　　　　所在地：北海道（利尻島・礼文島）
実施日 6月6日（土）～9日（火）　　　　　天気：くもり・雨
参加人数 18名
　　Ｌ　鈴木　　ＳＬ　辻岡・豊田　　ガイド3人
　こだま：3人　　けやき：5人　　山登：７人　　よーでる：３人
コースタイム
6/6　利尻山・長官山登山
北麓野営場登山口5:00―長官山9:00―利尻山11:15―長官山13:31―登山口16:31
6/7　礼文桃岩トレッキング
北のカナリアP 10:40 ―元地灯台12:00―キンバイの谷12:25―桃岩展望台Ｐ13:10

山行の感想
6/7（日）　利尻山登山（くもり）
・利尻山登頂できてよかった。（複数）
・八合目（長官山）で迷った末、登ることにした。他の人の勢いもあり、頂上まで行
くことができてよかった。
・長官山までだったが、楽しく、美しい山行だった。
・下りが長かった。延々と続くゴロゴロ道、気をはって歩くことにしたが疲れた。
・暑くもなく、寒くもなく、歩きやすい天候だった。
・下山時、甘露泉水を汲んで飲んだら、とても美味しかった。
6/8（月）礼文桃岩トレッキング（小雨）・アツモリソウ群生地
・あいにくの雨で展望はいまいちだったが、たくさんの花、特にレブンアツモリソウ
が見られてよかった。充実した一日だった。
・レブンアツモリソウの姿は凛々しくピカーの存在だった。
・雨の中のお花畑は味わいがあった。
・大木のない広大な笹原に一斉に咲く花を見ると、自然環境の厳しさを実感した。
・ガイドさんの説明、良く分かった。
一番印象に残ったこと
・利尻山に登れたこと。（複数）
・念願のレブンアツモリソウが見られたこと。
・多くの種類の花々が見られたこと。
・晴れた時の利尻富士の雄大な姿。
・フェリーから見た利尻の下部、その南北の長大な裾まで伸びる尾根の雄大な景色に
心打たれた。
・三人のガイドさん、素晴らしい。贅沢な四日間でした。
・ガイドさんが何よりも登山者の安全を第一に考えてみえることがよくわかった。
・旅館のお料理が美味しかった。最終日のうに丼。
その他
・旅館雪国さんのおもてなし、料理の美味しさは最高。温かな心遣いを感じた。

・２４時間ＯＫの温泉最高。肌がつるつるになった。

・５回のトレーニング山行で、体力・技術がＵＰし、チームワークもよくなった。
　このようなイベントが毎年できれば、会の活性化に寄与できると思う。
・安全管理はもちろん山行の充実にガイドさんを活用するのは有効。
　今後の山好会の活動に生かしていけないものか。
出会った花々
エゾカンゾウ群生・チシマフウロ・ハマエンドウ・ハマナス・マイヅルソウ・
ツバメオモト・ザゼンソウ・ウコンウツギ・オオバノエンレイソウ・ギンラン
オオアマドコロ・ミヤマオグルマ・ミヤマカタバミ・ホウチャクソウ・
クルマバソウ・ミヤマオダマキ・チョウセンゴミン

ハクサンチドリ・ボタンキンバイ・クロユリ・ハクサンイチゲ・エゾコザクラ・
ネムロシオガマ・シロシオガマ・バイケイソウ・レブンハナシノブ・センダイハギ
レブンアツモリソウ・レブンコザクラ・ミヤマキンポウゲ・イワベンケイ

担当者から



　昨年１０月から準備スタート。何から手をつけたらいいのか不安でいっぱいでした
が、三人のスタッフとガイドさんの協力で無事に終了してほっとしています。有難
うございました。
・利尻山10人、長官山8人登頂
　長官山での頂上まで行くかどうかの判断はとても難しい。リーダーとしては安全第
一を考えたが、最終的には自己判断に任せた。全員笑顔で下山された時はホッとし
た。
5回のトレーニング山行
　体力作り、技術向上、親睦に役立った。
3人のガイドさん
　事務的なこと、山の安全面、専門的な情報など山行が充実した。
　スタッフも安心できた。
・三連泊

　荷物そのままで、しかも24時間ＯＫの温泉。疲れがとれて、翌日またリフレッシュ
して行動できた。


